
























































































































































































          
ると同時に，デリーのことも問題として顕在化する設定になっており，二人の女は不可分の相補
























































           
キリスト化する「装置」ではなくなり，邪魔なお荷物にしかならず，女中として同行したデリー
































































































































































































































































            
つまりメルヴィルにとって，父親がもうけていた不義の子供の悲しみを汲み，愛し，償いをする
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